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3月31日、桂台ケアプラザにもAED（自動体外式除細動器）が設置されました。そこで、4月7日にはAEDのメーカーの方、4月22日には栄消防署の方を講師に招き、我々職員も救命処置について研修を受けました。AEDは設置義務や届出義務がありませんので、栄区内にどのくらい設置されているか正確には把握できていないようですが、人の大勢集まる公共施設や公共施設に準ずる所（栄公会堂、栄スポーツセンター、プール、各地区センター、区役所、各ケアプラザ、本郷中学校、庄戸中学校、柏陽高校、警察学校）医療機関、その他企業等に徐々に増えています。また今年度は小学校にも全校設置される予定だそうです。以下、研修で学んだポイントをまとめてお伝えします。
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１．ＡＥＤの機能的に優れた点は次の３点です！
1 AEDは心電図の解析を行う機械です。

AEDは装着すると心電図の解析を行ない、心室細動が起こっているかどうかを判断します。（※心室細動とは心臓の動きが不規則になる不整脈。不整脈の中でも致死性の高い不整脈であり、心室全体が収縮せずに血液を送り出すポンプ作用がなくなり、６秒で失神３分で脳死状態になります。これが数分間続くと心臓から全身に血液が循環しなくなり、心停止に至ります。）
2 音声メッセージとモニターで必要な応急処置を繰り返し指示します。

心電図の解析を行なった結果、必要な場合は電気ショック、不用な場合は心肺蘇生法を行なうように指示が出ます。２分毎に心電図の解析を行ない、繰り返し指示を出し続けます。医療従事者でなくても、機械のメッセージに従って行動することにより、危険にさらされている命を救えることがあります。また、傷病者を発見した際には、誰もがその対応に慌てますが、AEDが音声メッセージとモニターで繰り返し指示を出し続けるので、応急手当を落ち着いて行なうことができます。

③　自動的に心電図の波形や加えたショックの回数を記憶します。

救急隊が到着するまで、AEDを装着してから《心電図の解析→電気ショック→心肺蘇生法》の手順を繰り返します。救急隊には、傷病者の倒れていた状況、実施した応急手当、AEDによる電気ショックの回数などを伝えますが、AEDも心臓の動きと電気ショックの回数は記憶しています。
しかし、最も大切な事は救急隊が到着するまで心肺蘇生法を絶え間なく続けることです。AEDはあくまでもその補助的な機能になります。
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２．救命処置の手順については？　　　　　　　　　　　　　　
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３．心肺蘇生法のやり方は？　　　　　　　
心肺蘇生法は、胸骨圧迫と人工呼吸の組み合わせです。現在教えられている心肺蘇生法では、人工呼吸を省略して胸骨圧迫だけでも良いそうです。胸骨圧迫を30回行ったら、人工呼吸を２回行ないます。胸骨圧迫と人工呼吸の組み合わせを、救急隊に引き継ぐまで絶え間なく続けることが大切です。


４．救命講習はどこで受けられますか？
救命講習は様々な場所で行われています。
普通救命講習と上級救命講習があります。それぞれ3時間講習、8時間講習となっています。終了後に3年間有効の修了証が発行されます。3時間講習の内容については、心肺蘇生法とAEDの取り扱いがメインです。効果確認といって手技を完全にできるか一人ずつチェックします。上級講習は成人、小児、乳児に対する心肺蘇生法、AEDの使用、止血法、搬送法などを学ぶコースです。また、救急法についてのご相談があれば栄消防署にお問い合わせ下さい。（892-0119）

①（財）横浜市防災指導協会では、定期的に次の場所で行なっています。

市民防災センター会場　横浜市防災指導協会会場　泉消防署会場等　

講習受付ダイヤルは、045-714-9911

②　日本赤十字社神奈川支部の講習日程は、下記のホームページでわかります。

http://www.kanagawa.jrc.or.jp/study/emergency.html
桂台ケアプラザでも、登録団体の方対象に救命講習を行なう予定です。（7月11日）

。
⑤・⑥　胸骨圧迫３０回と人工呼吸２回の組み合わせを繰り返す。圧迫は、強く速く（約１００回／分）、絶え間なく圧迫解除は胸がしっかり戻るまで





反応を確認する














⑧心電図の解析（電気ショックは必要か？）





②助けを呼ぶ（１１９番通報とＡＥＤの手配）





電気ショック１回


その後、直ちに胸骨圧迫と人工呼吸を再開





④人工呼吸２回（省略可能）　　　　　　　　　　　　　





人工呼吸２回


気道を確保し、口対口で鼻をつまみながら息を吹き込む


胸があがるのが見えるまで


１回約１秒間かけて


２回続けて試みる





地域包括支援センターは地域の身近な相談窓口です


横浜市桂台地域ケアプラザ（担当：勝呂・梅田・冨永・多次）


開館日　　年末年始（12/29～翌年1/3）を除く毎日


受付時間　〈平日・土曜〉8:30～21:00　〈日曜・祝日〉8:30～17:00


電話番号　045－８９７－１１１１


所在地　　栄区桂台中４－５（神奈中バス「桂台中央」停留所下車すぐ）





⑦ＡＥＤが到着したら、③～⑥の間でも優先して装着をする。電源を入れる。電極パッドを装着する。





③正常な呼吸をしているか？





胸骨圧迫３０回　　　　　　　　


胸の真ん中（乳頭と乳頭の間）を圧迫


強く（胸が４～5cm沈むまで）


早く（１分間に１００回）


絶え間なく（３０回連続）


圧迫と圧迫の間は力を抜く


（胸から手を離さずに）





直ちに胸骨圧迫と人工呼吸を再開





必要なし





必要あり





反応なし





していない





回復体位にして、�


様子を見守る





している





回復体位：下あごを前に出し、両肘を曲げて上側の手をあごの下にあてがい、後ろに倒れないようにする。口のなかに吐物などが見えたら、この体位のまま、口のなかに指を入れ、下側の口角を引き下げると、口のなかの液状物が流出する。











